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政
策
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、
全
国

18
の
小
学
校
が
モ
デ
ル
校
の
選
定

を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

羽
黒
小
学
校
で
は
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
中
で
、
３
年
生
は

「
地
域
カ
ル
タ
を
つ
く
ろ
う
」、
４

年
生
は
「
こ
ん
な
ま
ち
が
好
き
！

〜
塀
も
景
観
の
一
部
」、
５
年
生

は
「
わ
た
し
た
ち
の
住
む
ま
ち
こ

ん
な
ま
ち
〜
校
歌
の
風
景
を
読

む
」、
６
年
生
は
「
地
域
景
観
プ

ラ
ン
ナ
ー
に
な
ろ
う
」
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
学
年
が
違
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
の

は
、
全
国
で
も
同
校
だ
け
で
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受
け
る
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
も
注
目
の
取
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
か
ら
は
「
い
ろ

い
ろ
地
域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。」「
た

桜川市の
景観づくり

は　ぐろ

～羽黒小学校の取組みから～
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3

4
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く
さ
ん
の
人
に
話
が
聞
け
て
楽

し
か
っ
た
。」「
地
域
の
良
い
も
の

を
発
見
で
き
た
。」「
も
っ
と
い
い

ま
ち
に
な
っ
て
欲
し
い
。」「
ま
た

や
っ
て
み
た
い
。」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
で

故ふ
る

郷さ
と

へ
の
愛
着
と
誇
り

　

桜
川
市
で
は
今
後
の
展
開
と
し

て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
を
市

内
の
小
中
学
校
に
普
及
さ
せ
る
取

組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
学
習
は
、
景
観
と
い
う
視

点
か
ら
地
域
の
特
性
や
文
化
に
つ

い
て
学
ん
で
い
く
も
の
で
「
気
付

く
」「
調
べ
る
」「
考
え
る
」「
行

動
す
る
」
と
い
う
、
一
連
の
過
程

を
実
践
す
る
地
域
学
習
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
に
よ
り
、
故ふ

る

郷さ
と

へ
の
愛
着
や
誇
り
が
生
み
出
さ

れ
て
、
将
来
に
わ
た
り
育
ま
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

で
す
。

　

景
観
づ
く
り
と
は
概
念
で
、
多

く
の
市
民
の
皆
様
が
そ
れ
を
共

有
す
る
こ
と
で
効
力
を
有
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
地
域
の
子

供
た
ち
が
地
元
に
関
す
る
こ
と
を

学
習
す
る
こ
と
で
、
や
が
て
そ
の

子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
桜
川
市
を
「
単
な
る
生
活
す

る
場
」
と
し
て
で
は
な
く
「
自
分

の
故ふ

る

郷さ
と

」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
景
観

づ
く
り
に
持
続
性
を
持
た
せ
、
ま

ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
景
観

づ
く
り
は
学
習
を
通
し
て
次
の
世

代
に
伝
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

羽
黒
小
学
校
が

景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
推
進
の

た
め
の
実
践
モ
デ
ル
校
に

　

本
年
度
、
国
（
国
土
交
通
省
）

が
主
催
し
て
い
る
「
景
観
ま
ち
づ

く
り
学
習
推
進
の
た
め
の
実
践
モ

デ
ル
校
」
に
、
本
市
の
羽
黒
小
学

校
が
選
定
さ
れ
、
国
が
作
成
し
た

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
モ
デ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習

は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
美
し

い
国
づ
く
り
政
策
大
綱
」
を
受
け

て
、
一
連
の
美
し
い
国
づ
く
り
の

景
観
づ
く
り
と
学
習

　

桜
川
市
で
は
「
日
本
一
き
れ
い

な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
景
観
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
美
し
い
風
景
や

文
化
の
保
存
・
創
出
、
住
環
境
の

整
備
・
保
全
、
市
民
の
皆
様
が
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な

角
度
か
ら
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
景
観
づ
く
り
と
学

習
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

景
観
を
つ
く
る
と
い
う
行
為

は
、
市
民
の
皆
様
の
持
続
的
な
営

み
で
す
。
例
え
ば
、
美
し
い
田
園

風
景
に
大
き
な
鉄
塔
が
建
設
さ
れ

た
り
、
周
囲
と
の
整
合
性
を
無
視

し
た
大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
た

り
す
る
と
、
そ
の
風
景
は
た
っ
た

一
つ
の
行
為
で
簡
単
に
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
川
市
の
ど
の
よ
う
な

風
景
を
美
し
い
と
捉
え
て
い
く
の

か
を
考
え
た
場
合
、本
市
の
気
候
・

産
業
や
生
活
様
式
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
文
化
を
も
と
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
現

在
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
の
風

景
は
、
先
人
た
ち
の
永
い
営
み
の

中
で
創
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら

校外学習で子どもたちは父兄と一緒
に地元の塀を見学しました。

1 

自分たちで地域の名所や風景を「地
域カルタ」にまとめゲームを楽しむ
子どもたち。

2

地元羽黒地区の良いところをパンフ
レット形式にまとめ発表しました。

3

景観プランナーとして子どもたちが
考えたまちづくりの提案が多数発表
されました。

4

全国 18校の「景観まちづくり学習
推進のための実践モデル校」の選
定を受けた羽黒小の児童は、いきい
きとした表情で授業に臨んでいまし
た。

5

メディアも注目の取り組みとなりテ
レビ局の取材を受けました。

6
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　少子化の流れを変え、子育てしやすい環境をつく

るために、平成 15 年 7月に「次世代育成支援対策

推進法」が制定されました。これにより、すべての

自治体に次世代育成支援の行動計画を策定すること

が義務付けられ、平成17年度から10年間の集中的・

●行動計画の方針

●施策の展開

事　　業　　名 事　　　業　　　概　　　要
目標値 初期値 現　状

H21年度 H16年度 H18年度

放課後児童
健全育成事業

保護者が労働等により、昼間家庭にいない小学校１年生から３年
生までの児童に対し、授業の終了後に、学校の余裕教室等で指導
員を配置して適切な遊びや生活の場を与える健全育成事業

６か所 １か所 5か所

通常保育事業
児童の保護者及び同居の親族が就労等の理由で保育ができないと
認められる場合、保育所で子どもを預かり、保育を行う。

４保育所
１保育園

４保育所
１保育園

４保育所
１保育園

保育所での相談事業 保護者からの遊びやしつけなどに関する相談に対応する。 実施 ー 実施

低年齢児保育事業
０歳（７か月以上）～２歳児の受入れ実施。
０歳（10か月以上）～２歳児の受入れ実施。

３保育所
１保育園

２保育所
１保育園

２保育所
１保育園

延長保育事業
(長時間延長保育）

平日午前７:30分から午後６:30分の保育をしているが、保育時間
を延長して預かる事業（午後７時まで預かり）

午後７時
まで預かる

未実施
１保育園

（真壁保育園）

食育の推進
親子を対象に各小学校、中学校、幼稚園、保育所等で年１回親子
料理教室を実施。（食生活改善推進員協議会に委託）

全小学校
全幼稚園
全保育所

小　２校
幼　１園

集落センター 10か所
小６校　中１校
幼1園　4保育所

小中学校における少
人数指導加配事業（社
会人TT配置事業含む）

｢生きる力｣を育成するためには、生涯にわたって学び続けるため
の真の学力の育成が不可欠である。そのような学力をつけるため
に、少人数加配を実施している。複数の教員の配置によって児童
生徒の個に応じた指導を通して基礎学力の定着をはかっている。

継続 実施 継続

要保護児童への対応
家庭相談員を窓口として児童相談所・児童委員・学校・警察・庁
内関係課との連携の中で虐待の予防早期発見・早期対応を図る。

地域協議会
の設置
ー

地域協議会
の設置

あかちゃんふれあい
交流事業

市内の中学生を対象にあかちゃんや保護者とふれあい交流事業を
行い養育性を育み将来親となるための体験をする。

実施 １か所
１か所

（西中全学
年 373 人）

小児救急医療体制の
充実

夜間、日曜、祝日、年末年始に小児救急外来を実施し、小児救急
医療体制の充実を図る。
　　　　県西総合病院　 　　　　　つくばメディカルセンター病院
平日午後６時から７時（月・火・金）　　　　　平日　午後６時～22時（毎日）
日･祝日･年末年始午前９時30分まで受付　　　　日･祝日年末年始　９：00～17：00

継続 実施 実施

健康相談
子育て相談を月１回定例開催（２会場）
３か月児育児相談　年24回（ブックスタート導入）

参加率
95.0％

90.0％ 98.5％

教育相談事業
スクールカウンセラーを派遣し、児童生徒の不登校･いじめ等、
また、児童生徒の問題行動に対応している。

継続実施 実施
実施

（３名配置）

～平成18年度 桜川市次世代育成支援行動計画の取り組み状況～

計画的な取り組みを推進することになりました。

　桜川市では、この法律と少子化の現状を踏まえて

「次世代育成支援行動計画」を策定しました。平成

18 年度行動計画の取り組み状況概要をお知らせい

たします。

子どもたちの幸せを育てる、桜川市

平成 18年度に次世代育成支援事業は 78の事業を実施しました。事業実績の一部をお知らせいたします。

・子どもたちの幸せで健やかな成長のために

・地域社会ぐるみで見守り応援する子育て

・子どもと母親の健康の確保

・思春期保健対策の充実

・児童虐待防止対策の充実

・障害児施策の充実

・保育サービスの充実

・児童健全育成の取り組みの推進

・子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

・良質な住宅の確保

・子どもの交通安全を確保するための活動の推進

・食育の推進

・小児医療の充実

・ひとり親家庭等の自立支援の推進

・地域における子育て支援サービスの充実

・地域における子育て支援のネットワークづくり

・次代の親の育成

・家庭や地域の教育力の向上

・安全で安心なまちづくりの推進

・子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

・子どもと保護者のための、地域の保育と教育

子どもたちの幸せを育てる、桜川市基本理念

基本方針

基本目標
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　工事箇所付近の道路は、原則として全面通行止め

とさせていただきます。ただし、工事箇所の道路幅

によっては、車両の片側通行や歩行者・自転車など

の通行ができる場合があります。

　この場合、必ず交通整理員の指示に従ってくださ

い。指示を受けずに工事箇所に近づくことは非常に

危険ですので、絶対に立ち入らないでください。

　なお、工事時間および通行規制の時間は、８時30

分から17時までです。この時間帯以外は、通行でき

るようにいたします。

　現在の工事箇所は、工事案内板・市ホームページ

などをご覧ください。

　今年度の下水道工事は、岩瀬処理区12工区・真壁

処理区5工区・大和処理区３工区に分けて行う予定

です。それぞれの工区での現在の工事箇所や通行止

めの情報は、付近に設置する工事案内板や市ホーム

ページでご覧いただけます。また、市役所や工事業

者にもお気軽にお問い合わせください。

　通勤・通学・買い物などに支障をきたす場合があ

るかと思われますが皆様のご理解とご協力をお願い

申し上げます。

平成19 年度公共下水道工事予定箇所

工事箇所付近は通行規制になります 工事箇所は工事案内板・市ホームページ
などでもご覧いただけます

下水道課（　58-5111、75-3111・内線 1166）

岩瀬処理区

大和処理区真壁処理区
平成19年度　工事箇所平成19年度　工事箇所

桜川市役所
 　岩瀬庁舎
桜川市役所
 　岩瀬庁舎

山王神社山王神社

岩瀬駅岩瀬駅

JA北つくば大和支店JA北つくば大和支店

真壁電報電話局真壁電報電話局

真
壁
小
学
校

真
壁
小
学
校

真
壁
郵
便
局

真
壁
郵
便
局

歴
史
民
俗
資
料
館

歴
史
民
俗
資
料
館

岩瀬中央
児童公園
岩瀬中央
児童公園

県西総合病院県西総合病院

岩瀬運動場岩瀬運動場

平成19年度　工事箇所平成19年度　工事箇所

平成19年度　工事箇所平成19年度　工事箇所

平成19年度　公共下水道工事について

（工事の事情により工事箇所を変更することがあります）



〜
西に

し

小こ

塙
ば
な
わ

子
供
会
連
合
（
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）・
樺か

ば

穂ほ

北
（
女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）
が
優
勝
〜

女子ドッジボールの部 男子ソフトボールの部
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第
２
回　

桜
川
市
子
ど
も
会
中
央
球
技
大
会

子
供
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー

　

７
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）、

総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
岩
瀬
体
育
館
（
ラ
ス
カ
）
を

会
場
に
、
桜
川
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
「
第
２
回
桜
川
市
子

ど
も
会
中
央
球
技
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
31
チ
ー
ム
・
女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
27
チ
ー
ム
が
参
加
。
子
供
た
ち

は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

部
で
は
「
西に

し

小こ

塙
ば
な
わ

子
供
会
連
合
」、

女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
で
は

「
樺か

ば

穂ほ

北
」が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

部
の
上
位
２
チ
ー
ム
（
樺
穂
北
、

今い
ま

泉い
ず
み

・
木き

植う
え

・
猿さ

る

田た

・
曽そ

根ね

子
供

会
連
合
）
は
、９
月
24
日
（
月
・
祝
）

那な

珂か

市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
４
回

茨
城
県
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
」
に
、
桜
川
市
代
表
と
し
て

出
場
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

優　勝［西
にし

小
こ

塙
ばなわ

子供会連合］

準優勝［上
かみ

小
こ

幡
ばた

ジュニアクラブ］

第３位［椎
しい

の実
み

子ども会］

第３位［E
イースト

ast　B
ブルー

lue］

優　勝［樺
かば

穂
ほ

北］

準優勝［今
いま

泉
いずみ

・木
き

植
うえ

・猿
さる

田
た

・曽
そ

根
ね

子供会連合］

第３位［御
ご

町
ちょう

内
ない

］

第３位［西
にし

友
とも

部
べ

・上
かみ

城
しろ

子ども会］
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谷
や

貝
がい

小学校で地区
コミュニティスクール開催

　

谷
貝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場

に
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

〜
み
ん
な

で
泊
ま
ろ
う
〜
」
と
題
し
て
、
谷
貝

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
た
め
に
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
多
彩
な
地
域
活

動
の
場
と
体
験
機
会
を
子
ど
も
た
ち

に
提
供
し
よ
う
す
る
も
の
で
、
当
日

は
雨
模
様
の
不
安
定
な
天
候
の
中
、

児
童
・
保
護
者
な
ど
約
１
５
０
人
が

参
加
。子
ど
も
た
ち
は
、自
分
た
ち
で

夕
ご
は
ん
を
作
っ
た
り
、
ニ
ジ
マ
ス

の
掴
み
取
り
、
流
し
そ
う
め
ん
な
ど

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
で
３
回
を
数
え
る
谷
貝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
流
し
そ
う
め
ん
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち

真
しん

園
えん

会
かい

が社会福祉施設に
初夏の味覚をプレゼント
真
園
会
役
員
（
写
真
最
後
列
３
人
）
の
皆
さ

ん
が
真
壁
授
産
学
園
を
訪
問
。
園
生
お
よ
び

職
員
の
方
に
初
夏
の
味
覚
の
紅
小
玉
ス
イ
カ

と
キ
ュ
ウ
リ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

小
こばなわ

塙真
ま

希
き

さんが全日本少年
少女空手道選手権大会出場

　

羽は

黒ぐ
ろ

小
学
校
２
年
の
小
塙
真
希
さ

ん
（
剛
柔
流
空
手
道
永
剛
会
）
が
「
第

７
回
茨
城
県
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会
」で
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
、

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学
大

臣
旗
争
奪
「
第
７
回
全
日
本
少
年
少

女
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

小
塙
さ
ん
が
出
場
し
た
組
手
競
技

女
子
２
年
生
の
部
に
は
、
全
国
各
地

の
選
考
会
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪
79
人

が
参
加
。結
果
、１
回
戦
は
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
し
た
も
の
の
２
回
戦
で
は
２

-

３
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
小
塙
さ
ん

の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
で

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
、
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
小
塙
真

希
さ
ん

岩瀬日大高校ソフトテニス部が
全国高校総体でベスト16

　

岩
瀬
日
大
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
が
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
た
「
平

成
19
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
」
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体
戦

で
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
県
大
会
か
ら
全
戦
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
で
優
勝
を
決
め
、
２
年

連
続
４
回
目
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。
本
大
会
で
は
、
２
回
戦
で
高

知
小お

津ず

高
校
（
高
知
県
）
に
３-

０

で
勝
利
。
３
回
戦
で
は
、
東
北
高
校

（
宮
城
県
）
に
１-

２
で
惜
敗
し
ま
し

た
が
、
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
戦
で
も
櫻
田
・

大
関
組
が
２
回
戦
ま
で
駒
を
進
め
て

い
ま
す
。

全
国
高
校
総
体
に
２
年
連
続
４
回
目
の
出
場

で
、
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た
岩
瀬
日
大
高

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
み
な
さ
ん

　

真
壁
地
区
の
施
設
園
芸
を
行
っ

て
い
る
農
業
経
営
者
で
構
成
さ
れ
る

「
真
園
会
」（
藤ふ

じ

田た

秀ひ
で

幸ゆ
き

会
長
）
の
皆

さ
ん
が
、
社
会
福
祉
施
設
の
真ま

壁か
べ

授じ
ゅ

産さ
ん

学が
く

園え
ん

・
真ま

壁か
べ

厚こ
う

生せ
い

学が
く

園え
ん

・
紫し

峰ほ
う

厚こ
う

生せ
い

園え
ん

に
、
初
夏
の
味
覚
の
紅
小
玉
ス

イ
カ
と
キ
ュ
ウ
リ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
会
の
皆
さ
ん
が
自
分

た
ち
で
丹
精
込
め
て
作
っ
た
新
鮮
な

作
物
を
、
園
生
に
食
べ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
12
回
を
数
え
ま
す
。「
こ
れ
か

ら
も
出
来
る
限
り
続
け
て
い
き
た

い
。」
と
藤
田
会
長
は
話
し
て
い
ま

し
た
。
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動
物
愛
護
月
間
で
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
広
く
県
民
の
皆

様
の
間
に
動
物
の
愛
護
と
動
物
の

正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・ 

動
物
を
飼
う
と
き
は
、
習
性

を
よ
く
理
解
し
、
終
生
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た

豊
か
な
環
境
作
り
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

・ 

動
物
を
い
た
わ
り
、
命
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

飼
い
主
は
、
迷
子
札
を
つ
け
る

な
ど
所
有
者
明
示
を
し
、
逸
走

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

動
物
を
み
だ
り
に
虐
待
し
、
ま

た
は
遺
棄
し
た
者
は
罰
金
（
50

万
円
以
下
）
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

大
好
き
い
ば
ら
き
動
物

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

■
日
時
／
９
月
22
日
（
土
）
10
時

〜
14
時

■
会
場
／
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
会

『
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
桜
川
』

参
加
者
募
集

桜
川
市
体
育
協
会

　

『
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
桜
川
』

は
、
歩
き
な
が
ら
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
考
え
ま
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
10
月
８
日
（
月
・
祝
日
）

・
受
付
／
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

・ 

ス
タ
ー
ト
／
午
前
９
時
15
分
〜

（
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は

中
止
）（
態
度
決
定
は
、
午
前

７
時
）

■
集
合
場
所
／
真
壁
中
央
公
民
館

■
コ
ー
ス
／
真
壁
中
央
公
民
館⇒

五
所
駒
瀧
神
社⇒

町
並
み
散
策⇒

真
壁
中
央
公
民
館
（
約
６
㎞
）

※
五
所
駒
瀧
神
社
で
宮
司
の
講
話

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
並
み
散

策
に
案
内
が
つ
き
ま
す
。

■
対
象
／
小
学
４
年
生
以
上
の
健
康

に
自
信
の
あ
る
方
。（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

に
限
る
。

■
携
帯
品
／
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
（
歩

き
や
す
い
靴
、
服
装
）

■
参
加
費
／
無
料
（
保
険
は
体
育
協

会
で
加
入
）

■
募
集
人
員
／
先
着
２
百
名

■
当
日
連
絡
先
／

55-
０
１
５
９

■
募
集
期
間
／
９
月
11
日
（
火
）
〜

９
月
25
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接
、

次
の
申
込
先
ま
で
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
確
認
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
体
育
協
会
事

務
局
（

58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１
１
・
内
線
３
２
２
３
）、
岩

瀬
体
育
館
（

75-

６
６
０
０
）、

大
和
中
央
公
民
館
（

58-

７
１
１

７
）、
真
壁
第
１
体
育
館
（

54-

０
７
５
３
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
９
月
26
日
（
水
）
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１

１
・
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
10

月
22
日
（
月
）
岩
瀬
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

緊
急
地
震
速
報
を
ご
存
知
じ

で
す
か
？

水
戸
地
方
気
象
台

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
か

ら
あ
な
た
を
守
る
新
し
い
情
報
で

す
。

　

気
象
庁
で
は
、
本
年
10
月
１
日

か
ら
こ
の
速
報
を
提
供
開
始
す
る

予
定
で
す
。

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://seisv

o
l.k
ish
o
u
.g
o
.jp
/

e
q
/
E
E
W
/
k
a
ise
tsu
/
in
d
e
x
.

h
tm
l

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
気
象
台

（

０
２
９-

２
２
４-

１
１
０

６
）

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

　

９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
は
、

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

９
月
の

　

納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

  

４
期

納
期
限:

10
月
１
日
（
月
）

場
（
旧
県
庁
）

■
内
容
／
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

展
、
子
犬
の
譲
渡
会
（
事
前
予
約

制
）、
動
物
な
ん
で
も
相
談
・
し

つ
け
方
教
室
、
盲
導
犬
・
介
助

犬
の
実
演
、
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
、
表
彰
（
動
物
愛
護
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
入
賞
者
・

功
労
者
な
ど
）
ほ
か

動
物
愛
護
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

お
よ
び
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
展
示
会

■
期
間
／
９
月
11
日
（
火
）
〜
22

日
（
土
）

※
平
日
９
時
〜
20
時
（
９
月
18
日

は
、
休
館
日
）
／
土
・
日
曜
日
９

時
〜
17
時　

最
終
日
は
14
時
ま
で

■
会
場
／
茨
城
県
立
図
書
館
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
水
戸
市
三
の

丸
１-

５-

38
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

　霞ヶ浦流域市町村（桜川市、つくば市など 22市町村）では、

本年 10月 1日から、県の「霞ヶ浦水質保全条例」により、台

所などからの生活排水をＵ字溝や桜川に流すことが禁止とな

ります。

　公共下水道だけでなく、農業集落排水が整備された区域で

も、排水設備をすみやかに設置しなければなりません。

　上記以外の区域では、汲
くみ

取りや単独処理浄化槽に代えて合

併処理浄化槽（市設置型浄化槽等）の設置が義務化されます。

■問合先／下水道課（ 58-5111、75-3111・内線 1166）

■
住
宅
の
所
在
地
／
桜
川
市
岩
瀬

７
４
５

■
構
造
等
（
中
層
耐
火
３
階
建
）

・ 

老
人
世
帯
（
和
室
６
畳
、
洋
室
、

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

・
単
身
世
帯（
和
室
６
畳
、Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

・ 

一
般
世
帯
（
和
室
６
畳
、
洋
室
、

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

■
月
額
家
賃

・ 

老
人
世
帯
／
２
万
２
千
１
百
円

〜
３
万
６
千
６
百
円

・ 

単
身
世
帯
／
１
万
７
千
４
百
円

〜
２
万
８
千
９
百
円

・ 

一
般
世
帯
／
約
２
万
４
千
５
百

円
〜
４
万
５
千
円

■
共
益
費
／
４
千
５
百
円(

浄
化

槽
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
維
持
管
理
費)

■
募
集
予
定
戸
数

・
老
人
世
帯
／
１
世
帯

・
単
身
世
帯
／
１
世
帯

市
営
御ご

り
ょ
う領

西
住
宅
（
２
号
棟
・
３
号
棟
）
の

・
一
般
世
帯
／
12
世
帯

※
募
集
戸
数
は
、
若
干
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
10
月
１
日
（
月
）

〜
31
日
（
水
）
８
時
30
分
〜
17
時

30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
。）

■
受
付
／
大
和
庁
舎
建
設
課
住
宅

係
、
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
地
域
窓
口
課

※
申
込
み
に
は
、
公
営
住
宅
入
居

資
格
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
入
居
者
決
定
／
入
居
希
望
者

（
入
居
有
資
格
者
）
が
募
集
予
定

戸
数
を
超
え
た
場
合
に
は
、
厳
選

な
る
公
開
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

■
入
居
予
定
日
／
平
成
20
年
１
月

１
日

■
問
合
先
／
建
設
課
住
宅
係
（

58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１

１
・
内
線
１
１
８
５
）

９月10日は「下水道の日」です

　公共下水道が使えるようになった区域の皆様は、家庭などのトイレや台所などから

公共下水道へ接続するための排水設備をすみやかに設置しなければなりません。（下水

道法第 10条第 1項、桜川市下水道条例第 4条）

下水道マスコット・キャラクター「スイスイ」

氏　　名
北関東自動車道
岩瀬地区地権者会
事務局長　安達順一

地　　区 岩瀬地区

寄　付　金 ３９, ５５１円

◆市の福祉活動に寄付を
いただきました

（一般世帯）

入

居

者

募

集

生活排水の垂れ流しが禁止されます
（公共下水道以外の区域も）

食べ残しの汁や食用
油などの生活排水が、
桜川や霞ヶ浦を汚し
ているんだ！
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10月分 健 康 ガイド

10月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/10 (水) 楽しい子育て教室
生後２か月～４か月児
と保護者

10：00 ～ 11：30

バスタオル 1枚、おねしょパッ
トまたはレジャーシート、麦茶
や湯ざましなどの水分やミルク
（要予約）／会場：岩瀬福祉セ
ンター

10/17 (水) パパ・ママクラス 初妊婦と夫 10：00 ～ 14：30
母子健康手帳・テキスト（要予
約） 会場：岩瀬福祉センター

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

10/15 (月) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予
約）会場：真壁保健センター

第1・２・3・
4火曜日

精神保健デイケア 9：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。
（要申込）

10月の精神保健

10月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

10/１ (月)
・22日 (月)

総合健康相談（会場／岩瀬
庁舎健康推進課、大和庁舎
保健福祉課、真壁保健セン
ター）

母子・成人全対象
９：00～ 11：00
13：00 ～ 16：00

子供の発達・栄養・しつけ（身
体計測は要予約）・食事や運動
の健康管理相談、糖尿病・高血
圧・高脂血症などの生活習慣病
に関する栄養相談（要予約）、
血圧・腹囲・体脂肪測定など

10月の市民健康講座
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

10/30 (火) 会場／真壁福祉センター 全市民対象 13：30 ～ 15：00
糖尿病の予防（増えている糖尿
病）講師／田崎医院：田崎次男 
先生（前日までに予約が必要）

《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

10月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

10/４ (木) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15 ～ 13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、
任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/３ (水) ２歳児歯科健診 H17. ８月・９月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

10/18 (木) ３歳児健診 H16. ８月・９月生 13：00 ～ 13：20

母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル歯ブラシ（子ども用
と仕上げみがき用）、コップ、尿、
目と耳のアンケート用紙

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

10月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/16 (火) １歳６か月児健診 H18. ２月・３月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

10/22 (月) １歳児健診 H18.10 月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

10/12 (金) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15 ～ 13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

10月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

10/23 (火) カスミ岩瀬店（13：30 ～ 16：00）

10月の成人の健康診査

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　容

10/23 (火)
～26日(金)
・29日(月)
～31日(水)
11/１ (木)

真壁地区
住民検診（会場：各地区公
民館等）

16 歳以上（お申込さ
れた方には個人通知い
たします。）

各日とも
９：30～ 11：00
13：30 ～ 14：30

結核・肺がん検診、基本健康診
査など（詳細は、健康カレンダー
をご覧ください）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

10/７ (日)
田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/８ (月)
大和クリニック 大国玉 2513- 12 0296- 58- 7788

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/14 (日)
阿部田医院 真壁町亀熊 123- 1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/21 (日)
平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/28 (日)
根本医院 真壁町真壁 202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10月の休日応急診療医療機関

【お詫びと訂正】本年度当初に配付いたしました「平成19年度 桜川市健康カレンダー」の内容に次のとおり誤りがありました
ので、お詫びして訂正いたします。
■訂正箇所／住民健診（真壁地区・８頁）誤11月１日（水）→正11月１日（木）



12さくらがわ　2007.9.1

●
手
の
ひ
ら
の
色
の
変
化
は
肝
臓
病
？

■
手
の
ひ
ら
が
赤
い

　

よ
く
「
手
の
ひ
ら
が
赤
い
の
は
肝

臓
病
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
全
体
に

赤
っ
ぽ
い
の
は
、
血
色
が
よ
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
慢
性
肝
炎
や
肝
硬

変
で
手
の
ひ
ら
が
赤
く
な
る
と
き
は

「
手し

ゅ

掌
し
ょ
う

紅こ
う

斑は
ん

」
と
い
っ
て
、
こ
れ
は

手
の
ひ
ら
全
体
よ
り
も
親
指
や
各
指

の
つ
け
根
の
ふ
く
ら
ん
で
い
る
部
分

の
赤
み
が
強
く
な
り
ま
す
。

■
手
が
黄
色
っ
ぽ
い

　
黄お

う

疸だ
ん

の
疑
い
あ
り
。
こ
れ
ま
で
そ

ん
な
こ
と
な
か
っ
た
の
に
、
手
が
以

前
よ
り
黄
色
っ
ぽ
く
な
っ
た
ら
黄
疸

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。黄
疸
に
な
る
と
、

目
の
白
い
部
分
も
黄
色
み
を
お
び
て

き
ま
す
。
み
か
ん
の
食
べ
過
ぎ
で
黄

色
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
白

目
は
黄
色
く
な
り
ま
せ
ん
。

■
手
の
ひ
ら
が
い
つ
も
汗
ば
ん
で
い
る

　
緊
張
や
強
い
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

と
、
手
は
じ
っ
と
り
と
汗
ば
み
ま
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
が
な
く
て
も
常
に

手
の
ひ
ら
が
汗
ば
ん
で
い
る
の
は
、

甲
状
腺
機
能
亢こ

う

進し
ん

症し
ょ
う

の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。

●
手
の
甲
の
静
脈
が
目
に
つ
く
の
は

心
臓
病
？

■
手
の
甲
の
静
脈
が
極
端
に
ふ
く
ら

ん
で
い
る

　
心
臓
障
害
が
疑
わ
れ
ま
す
。
普
通
、

静
脈
が
ふ
く
れ
て
盛
り
上
が
っ
て
い

る
の
は
、
血
液
が
心
臓
に
も
ど
り
に

く
い
状
態
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
齢

を
と
れ
ば
だ
れ
で
も
ふ
く
ら
ん
で
き

ま
す
が
、
極
端
な
場
合
は
心
不
全
な

ど
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

手
の
指
の
関
節
が
痛
ん
だ
り
、
腫は

れ
た
り
、
関
節
が
曲
が
っ
た
り
、
曲

げ
伸
ば
し
に
く
く
な
る
病
気
は
、
意

外
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
女

性
に
多
い
の
で
、
関
節
の
チ
ェ
ッ
ク

も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
関
節
の
こ
わ
ば
り
の
原
因
は

■
関
節
が
こ
わ
ば
り
、
は
れ
ぼ
っ
た

く
て
動
き
に
く
い

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
疑
い
。
特
に
朝

に
症
状
が
強
く
起
こ
り
ま
す
。

■
指
が
曲
が
っ
て
伸
び
な
く
な
る

　
腱け

ん

鞘
し
ょ
う

炎え
ん

・
ば
ね
指
の
疑
い
。
腱

を
覆
っ
て
い
る
腱
鞘
と
い
う
組
織
の

な
か
が
狭
く
な
り
、
腱
の
す
べ
り
が

悪
く
な
っ
て
摩ま

擦さ
つ

が
起
こ
る
も
の
で

す
。
女
性
に
多
く
、
手
の
使
い
過
ぎ

な
ど
に
よ
っ
て
、
腱
に
刺
激
が
く
り

返
さ
れ
る
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
必
ず
し
も
手
指
を

よ
く
使
う
仕
事
の
人
に
多
い
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

手
の
ひ
ら
や
手
の
甲
の

異
常
に
注
意
し
よ
う

指
の
こ
わ
ば
り
な
ど
に
も

要
注
意

　

爪
も
、
か
ら
だ
の
障
害
が
現
れ

や
す
い
部
分
で
す
。
病
気
を
す
る

と
爪
の
生
気
が
な
く
な
り
、
色
も

変
わ
り
ま
す
。

■
青
白
く
な
る

　
貧
血
、
末
梢
の
血
液
循
環
の
障

害
、
腎
臓
病
な
ど
。

■ 

中
央
が
ス
プ
ー
ン
状
に
へ
こ
む

（
さ
じ
状
爪
）

　
重
症
の
貧
血
、
慢
性
胃
炎
、
ビ

タ
ミ
ン
欠
乏
症
な
ど
。
①

■
指
先
が
ふ
く
れ
、
爪
が
丸
み
を

お
び
る
（
太
鼓
バ
チ
指
）

　
先
天
性
の
心
臓
病
、
慢
性
の
肺

疾
患
な
ど
の
人
に
見
ら
れ
る
。
②

爪
の
変
化
に
も

気
を
つ
け
よ
う

　体のチェックで意外に見落としがちなのが「手」。しょっちゅう目に入っているだけに、痛むと
き以外は手の健康状態を気にする人は少ないようです。しかし、手にも健康状態を知るチェックポ
イントがあります。毎朝の洗顔時などに色や手触り、握ったり開いたりの感触などを確かめるよう
心がけましょう。

手 をチェック
自宅でできる　からだのチェック

その
症状
、

大丈
夫？
 

② ①
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９
月
と
い
え
ば
、
お
月
見
の
行
事

が
あ
り
ま
す
。
ス
ス
キ
・
栗
・
柿
な

ど
、
実
の
あ
る
枝
を
添
え
て
徳と

っ

利く
り

に

差
し
、
赤
飯
・
里
芋
の
け
ん
ち
ん
汁
、

米
の
粉
で
作
っ
た
15
個
ま
た
は
12
個

の
団
子
を
供
え
ま
す
。

　

こ
の
日
の
夜
、
子
ど
も
た
ち
が
新

し
い
藁わ

ら

で
作
っ
た
棒
で
家
々
の
庭
を

叩た
た

い
て
ま
わ
り
ま
す
。
こ
の
棒
は
、

ボ
ー
ジ
ボ
、
ま
た
は
ボ
ー
ジ
ボ
ッ
ク

リ
な
ど
と
よ
ば
れ
、
良
い
音
を
出
す

た
め
に
藁
に
芋
が
ら
（
里
芋
の
茎
）

を
芯
に
し
て
縄
で
固
く
グ
ル
グ
ル
巻

き
に
し
た
も
の
で
す
。

　

叩
く
と
き
に
は
、
次
ぎ
の
よ
う

な
こ
と
ば
を
唱と

な

え
ま
す
。
大
和
地
区

で
は
「
ボ
ー
ジ
ボ
ア
タ
レ
、
オ
オ
ム

ギ
ア
タ
レ
。
コ
ム
ギ
ア
タ
レ
、
サ
ン

カ
ク
バ
ッ
タ
ソ
バ
ア
タ
レ
」、
岩
瀬

地
区
本ほ

ん

郷ご
う

で
は
「
ボ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
リ

ヤ
ー
マ
イ
モ
、
オ
オ
ム
ギ
ア
タ
レ
、

コ
ム
ギ
ア
タ
レ
、
サ
ン
カ
ク
バ
ッ
タ

リ
ソ
バ
ア
タ
レ
」、
真
壁
地
区
で
は

「
オ
オ
ム
ギ
ア
タ
レ
ゾ
バ
ア
タ
レ
、

サ
ン
カ
ク
バ
ッ
テ
ソ
バ
ア
タ
レ
」。

　

地
域
に
よ
っ
て
少
し
違
い
が
あ
り

ま
す
が
、
共
通
す
る
の
は
、
大
麦
・

小
麦
・
蕎そ

麦ば

が
当
た
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
畑
作
物
の
豊
作
を
願
っ
た
唱
え

言
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

農
家
の
地
面
を
叩
く
意
味
に
つ
い

て
は
、
畑
作
物
を
荒
ら
す
モ
グ
ラ
や

イ
ノ
シ
シ
を
追
い
払
う
た
め
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ー
ジ
ボ
と
い
え
ば
、
麦
の
穂

や
大
豆
・
あ
ず
き
な
ど
、
丸
太
棒
を

振
り
叩
い
て
穂
や
実
を
分
別
す
る
脱

穀
農
具
の
一
つ
で
す
。
穂ほ

打う
ち

棒ぼ
う

の
字

を
当
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
竹
や

杉
材
を
使
っ
た
簡
易
な
手
作
り
農
具

で
、
農
具
の
機
械
化
が
は
じ
ま
る
昭

和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は
よ
く
見
か
け

ま
し
た
。
十
五
夜
に
叩
く
藁
の
ボ
ー

ジ
ボ
の
名
の
由
来
は
こ
の
道
具
か
ら

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

神
聖
な
稲い

ね

藁わ
ら

で
、
神
の
使
い
と
も

い
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
大
地
を
力

強
く
叩
き
、
大
地
の
恵
み
に
感
謝
す

る
ま
つ
り
は
、
子
ど
も
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
藁
の
ボ
ー
ジ
ボ

は
終
わ
る
と
、
屋
根
に
放
り
上
げ
た

り
、
来
年
も
よ
く
実
る
よ
う
に
と
柿

の
木
に
吊
し
た
り
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ジ
ボ
、

ボ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
リ

十
五
夜
に
畑
作
物
の

豊
作
を
願
う

名
前
の
由
来
は
脱
穀
農
具

十
五
夜
の
行
事　

わ
ら
で
作
っ
た
ボ
ー
ジ
ボ
で
土

を
叩
く
（
南
椎
尾
地
区
／
１
９
９
２
年 

野
村
哲
也 

氏 

撮
影
）

農
具
の
穂ほ

打う
ち

棒ぼ
う

（
通
称
ボ
ー
ジ
ボ
）
を
使
っ
て
朝

顔
の
実
種
を
と
る
作
業
。
竹
で
作
っ
た
芯
棒
を
振

り
上
げ
、
叩
き
棒
を
振
り
降
ろ
し
ま
す
。（
手て

面づ
ら

地

区
／
２
０
０
５
年
撮
影
）
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にぎやかなおけいこ　　　　　　　　いとうひろし
シャギードック　( ディズニー )　　　ゲイル・ハーマン
《一般図書》
黒幕　　　　　　　　　　　　　　　畠山　嵐子
私たちの幸せな時間　　　　　　　　孔　　枝泳
奸婦にあらず　　　　　　　　　　　諸田　玲子

【今月のおすすめ図書】

うちの３姉妹　１～４巻
松本　ぷりっつ

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

自分の脳を自分で育てる
川島　隆太

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》
ねこざかなシリーズ　　　　　　　　作・絵　わたなべゆういち
・ねこざかな
・おどるねこざかな
・まいごのねこざかな
・ねむるねこざかな
・だっこだっこのねこざかな
・そらとぶねこざかな
ひとりじゃないって　　　　　　　　小宮山　佳
こむぎとにいちゃん　　　　　　　　吉田　道子

真壁中央公民館図書室
《児童図書》
恐竜博物図鑑　　　　　　　　　　　ヘーゼル･リチャードソン
絵本ＡＢＣ　　　　　　　　　　　　五味　太郎
スポーツ感動物語（全 12巻）　　　　金谷　敏博　監修
《一般図書》
秀吉の枷（上・下）　　　　　　　　　加藤　　廣
月島物語　　　　　　　　　　　　　浅田　次郎
となりの姉妹　　　　　　　　　　　長野まゆみ
壊れた光　雲の影　　　　　　　　　片山　恭一
ハイドラ　　　　　　　　　　　　　金原ひとみ
露の玉垣　　　　　　　　　　　　　乙川優三郎
やせる腰回りダイエット　　　　　　ＳＨＩＮＯ

【今月のおすすめ図書】

世界に誇る　日本の道徳力
～心に響く二宮尊徳90の名言～

石川　佐智子

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

 

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
河
」
岩
瀬
俳
句
会
】

も
の
う
ご
く
方
よ
り
梅
雨
の
明
け
に
け
り

鈴
木
た
か
子

問
ひ
返
し
問
ひ
返
し
つ
つ
原
爆
忌

小
林　

啓
治

離
れ
家
に
西
瓜
の
届
く
日
曜
日

鈴
木　

は
る

強
震
の
風
の
中
な
る
揚
羽
蝶

小
林　

フ
ク

歳
月
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
る
蚊
遣
香

三
代
み
ち
よ

見
な
れ
た
る
夏
蝶
の
ゐ
て
野
菜
畑

渡
辺　

い
し

水
槽
に
メ
ダ
カ
七
匹
競
泳
す

入
山
ひ
ろ
子

【
茂し

げ

山や
ま

俳
句
会
】

俎
を
す
べ
る
井
戸
水
初
鰹

服
部　

海
童

み
ど
り
児
の
智
慧
も
つ
瞳
寺
若
葉

泉　
　

健
作

万
緑
や
い
で
湯
の
里
に
志
功
展

須
田　

あ
や

道
問
へ
ば
田
草
の
泥
を
垂
ら
し
指
す松

崎　

い
ま

刈
り
込
ん
で
樹
々
す
っ
き
り
と
夏
は
来
ぬ

向
後　

礼
子

草
茂
る
ま
ま
の
旧
家
や
合
歓
の
花

田
崎　

信
子

父
の
日
来
鉄
砲
百
合
の
勢
揃
ひ

稲
葉　

キ
ク

梅
雨
の
バ
ス
ひ
と
り
の
客
を
拾
ひ
け
り

関
根　

幸
子

軽
や
か
に
恩
師
と
踊
る
薄
暑
か
な

今
井　

繁
子

あ
や
め
観
る
花
の
高
さ
に
皆
屈
む

海
老
沢
静
夫

追
憶
の
一
つ
一
つ
や
更
衣

植
田　

祥
雲

梅
雨
晴
間
風
の
流
れ
を
部
屋
に
呼
ぶ海

老
沢
幸
子

半
夏
生
女
同
士
の
よ
く
喋
る

吉
原　

秀
子

学
習
田
の
少
し
乱
れ
し
植
田
か
な

宮
田　

文
子

簾
越
し
声
高
ら
か
に
過
ぎ
ゆ
け
り

萩
原　

信
一

　
　

短　

歌

【
真
壁
短
歌
会
】

嫌
わ
る
る
性さ

が

に
生
ま
れ
て
一
瞬
に
水
底
に
逃
げ

潜
む
孑ぼ

う

孑ふ
ら

岡
村　

次
雄

夕
づ
け
る
「
結
城
」
よ
り
見
る
筑
波
嶺
の
な
だ

ら
か
な
る
線
裾
野
へ
流
る

増
田　

芳
江

咲
き
盛
る
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
は
つ
ゆ
空
を
押
し
上

ぐ
る
如
香
り
満
ち
い
る

根
本　

英
子

梅
雨
受
け
て
淡
き
ピ
ン
ク
の
合ね

歓む

の
花
が
深
き

み
ど
り
の
里
山
に
咲
く

塚
本
と
よ
子

ひ
ょ
っ
と
こ
の
し
ぐ
さ
を
真
似
て
腰
を
振
り
愛

嬌
ふ
り
ま
く
孫
に
拍
手
す

渡
辺
ハ
ル
エ

　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

恋
の
や
つ
れ
を　

隠
し
た
肌
を

な
ぜ
て
す
す
き
の　

穂
が
孕は

ら

む

稲
葉　

建
正

わ
た
し
ゃ
ま
だ
ま
だ　

青
春
時
代

祝
う
敬
老　

先
き
送
り

田　
　

哲
人

萩
の
花
か
ら　

涙
が
ぽ
と
り

忘
れ
ら
れ
な
い　

夏
の
夢

つ
く
志
輝
美
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お父さんからひとこと

　ケンカしたり、仲よく

手をつないで歩いたり。

　兄弟だからこそ、学べ

るものってたくさんある

よね。イブとカナの成長

に期待してるよ！

おじぃちゃんからひとこと

　智ちゃんはトラクター

が大好きです。

　もうすぐ、お兄ちゃん

になります。

小
お

野
の

里
ざと

　泉
い ぶ き

吹ちゃん（写真右）
 平成 16年 2月 24 日生

小
お

野
の

里
ざと

　奏
か な た

風ちゃん（写真左）
 平成 17年 12 月 3日生

（真壁町椎尾地区）

岩
いわ

渕
ぶち

　智
さと

史
し

ちゃん

 平成 16年 3月 20 日生

（真壁町田地区）

　

８
月
３
日
（
金
）、
長お

さ

方か
た

地
内

の
北
関
東
自
動
車
道 
岩
瀬
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
予
定
地
で
、
中
田
桜
川

市
長
、
山
口
笠
間
市
長
、
東
日

本
高
速
道
路
（
株
）
関
東
支
社
川

添
建
設
部
長
な
ど
71
人
が
出
席
し

て
、
桜
川
舗
装
工
事
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
プ
ラ
ン
ト
火
入
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
関
東
自
動
車
道
の

全
線
開
通
に
向
け
建
設
中
の
笠
間

Ｉ
Ｃ（
仮
称
）〜
岩
瀬
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

間
の
舗
装
工
事
が
本
格
的
な
施
工

（
舗
装
工
事
、
防
護
柵
な
ど
の
交

通
安
全
施
設
工
事
）
の
運
び
と
な

る
た
め
、
工
事
の
無
事
完
成
を
祈

願
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
工
事
延
長
は
、
総
延
長
約

８
９
０
０
ｍ
で
、
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
最
終
的
に
供
用
を
開
始

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
総
仕

上
げ
の
工
事
で
す
。

　

県
内
の
事
業
進し

ん

捗
ち
ょ
く

率り
つ

は
本
年

４
月
現
在
で
約
75
㌫
で
、
来
年
９

月
に
は
、
ひ
た
ち
な
か
Ｉ
Ｃ
〜
岩

瀬
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
が
開
通
す
る
予

定
で
す
。

北
関
東
自
動
車
道　

桜
川
舗
装
工
事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
火
入
式

来賓の中田桜川市長（写真中央）など 9
人が点火スイッチを入れ「火入れ」を祝
いました。

岩瀬ＩＣ（仮称）予定地の桜川舗装工事
仮設アスファルトプラントの全景

　梅雨明け間近の 7月 28 日（土）・29日（日）、総合運動公園多

目的グラウンドと岩瀬体育館（ラスカ）を会場に「第 2回　桜川

市子ども会中央球技大会」が開催されました。

　今年で 2回目を迎える今大会には 58 チーム（男子ソフトボー

ル 31 チーム／女子ドッジボール 27 チーム）が参加。暑さの中、

子ども達は日頃の練習の成果を存分に発揮しました。

【第 2回　桜川市子ども会中央球技大会が開催】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（ 58-5111・75-3111 ／内線 1267）までお申込みください。


